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インタビューインタビュー

両親も式に参加してくれて
気持ち新た、部活なども
がんばるぞー。

抱負・意見

木戸 珠里・健珠・優人
き　 ど     じゅ  り けん じゅ ゆう  と
写真左から

バスケ部に入部します。抱負・意見

バスケット頑張るぞ。抱負・意見

写真左から

水永 好誠・康平
みずなが    こう せい        こう へい

大屋　鉄二
山野　碧眞
上田煌大郎
堀江　悠斗
水永　好誠
平田　　駈
前田芽衣泉
中谷　優月
仲島あかり
赤熊　優愛
高下　姫依
永冨　優子先生

おお  や         てつ  じ

やま  の          あお  ま

うえ  だ   こう  た   ろう

ほり  え          ゆう  と

みず なが        こう せい

ひら  た               かける

まえ  だ    め   い    い

なか たに          ゆづき

なか しま

あか ぐま          ゆ   あ

たか した          き   い

なが とみ        ゆう  こ

（順不同）

方城中学校入学式方城中学校入学式
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これからも子育て支援に期待
したい。

抱負・意見

奥村 理沙・來歌・研二
写真左から

駄菓子屋があると嬉しい
です。

抱負・意見

仲島 貴久美・あかり・智奈
写真左から

サッカー部に入部します。高
校生まで医療費を無料にして
いただきたい。

抱負・意見

写真左から

原口 璃玖斗・将光

匿名希望

友達たくさん作るぞー。抱負・意見

おく むら     り    さ          るい  か         けん  じ

はらぐち　   り   く   と          まさ  みつ

なか しま     き   く     み　　　　　　　　　　　　 ち   な
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3月 議会報告　委員会報告
総務文教常任委員会 3月4日（月）

厚生常任委員会 3月5日（火）

産業建設常任委員会 3月6日（水）

主な質疑・意見等

主な質疑・意見等

主な質疑・意見等

質疑
意見

答弁

答弁

質疑
答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

答弁

質疑

質疑

質疑

答弁

意見

DX推進計画を策定し、町民の利便性の向上と行政運営の効率化の調査研究をしているとのことだが、その内
容を説明されたい。
令和5年度から町長を本部長とするDX推進本部を設置し、3つのワーキングチームを設置して調査研究を進め
てきた。1つ目は内部事務チームで主にペーパーレス化、2つ目は外部事務チームで主にお悔やみ窓口や総合
窓口、3つ目は課題解決チームで公式LINEやオンライン施設予約についてそれぞれ調査研究を行った。一部
実現できた取り組みもあるが、令和6年度以降本格導入する取り組みもある。令和5年度の取り組みや調査研
究を踏まえて今後の実施計画を定める。

福智町は東部ではオブザーバーとして参加している。広域では発言することもある。
パンフレットが配布されたが、建設に掛かる経費の負担割合等詳細がわからない。町長からきちんと説明をし
ていただきたい。
下田川清掃施設組合議会の中で詳細を説明するのが適切だと考えている。
4月から缶と瓶を別々のゴミ袋に入れるように変わるが、缶と瓶の袋は大きさが1種類しかなく、一人暮らし
の家庭には大きすぎる。燃えるゴミの袋のように大きさを数種類に分けて販売してもらえないか。
今のゴミ袋の在庫がかなりあるため、新しくゴミ袋を作成する時期に検討させていただきたい。
ゴミ袋が破れやすいという住民の意見を聞いたが、改善できないか。
3町合併して福智町になってから様々なゴミ袋を試し、一番破れにくいものを採用した。更に破れにくい素材
に変更するとなると値段も上がってしまう。もしそういう要望が多くなれば値段も含めて検討する。

広報紙が全戸配布に変わり家に届く日が遅くなった。もう
少し早く届くようにできないのか。
現在は毎月10日までに配達するようにしている。これを早
めると人件費がさらにかかってしまう。また現在、月末まで
に広報紙を仕上げているが、早目に仕上げるとなると記事
の内容にも影響してしまう。　
広報紙が届いた日にはすでに催事が終わっていることがあった。早く届くよう工夫していただきたい。
以前のように広報紙を組長が配ることも検討してもらいたい。そうすれば早く届くと思う。
全戸配布となり組に入っていない世帯にも広報紙が届くようになって喜んでいる住民もいる。その辺りも考慮
すべきである。

高齢者への配食サービスについて食事の献立をもう少し改善
できないか。
業者に委託しているため、献立については委託された管理栄
養士が作成している。
実際に配食されているものを見て、確認していただきたい。
出産・子育て応援ギフトについて尋ねる。
令和4年度に始まった事業で妊婦1人当たり10万円（母子手帳
交付時に5万円、出産時に5万円）を支給している。令和6年度
は150人分を予算計上している。

田川地区のごみ処理施設建設について一部のマスコミを賑
わしているようだが、一部事務組合には「田川郡東部環境衛
生施設組合」（以下「東部」という）と「田川地区広域環境衛生
施設組合」（以下「広域」という）と2つあり、東部に関係する
議案等については福智町は意見ができないと聞いた。それ
では福智町の議員が東部の議会に参加する意味がないので
はないか。町長の見解を問う。

全　員　賛　成
全　員　賛　成
全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成
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令和6年 第1回福智町議会
（3月1日・12日 定例議会）
議案一覧と賛否結果（電子採決システムによる）

議案番号

議案第 1 号

議案第 2 号

議案第 3 号

議案第 5 号

議案第 6 号

議案第 7 号

議案第 8 号

議案第 9 号
議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第 4 号

諮問第 1 号

議　案　名

全　員　賛　成

○○○ 早退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○○ 棄権 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○×○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○×○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○×○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ×○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○

○○○ 早退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛成 ○ 　反対 ×

皆

　川

原

　田

矢

　野

日
比
生

木

　村

髙

　津

沼

　口

堀

　江

楠

　木

朝

　部

木

　戸

小

　松

尾

　﨑

橋

　本

石

　谷

田

　㟢

森

　野

浦

　田

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

専決処分の承認を求めることについて
（令和5年度福智町一般会計補正予算（第6号））

専決処分の承認を求めることについて
（福智町手数料徴収条例の一部を改正する条例について）

福智町地域の振興を促進するための固定資産税の課税
免除に関する条例の制定について

福智町企業誘致条例の一部を改正する条例の制定について

福智町営住宅条例の一部を改正する条例の制定について

令和5年度福智町一般会計補正予算（第7号）について

議案第15号

議案第16号

議案第17号
議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号
議案第24号

令和6年度福智町一般会計予算について

令和6年度福智町同和地区住宅新築資金等貸付事業特
別会計予算について

令和6年度福智町国民健康保険特別会計予算について

令和6年度福智町後期高齢者医療特別会計予算について

令和6年度田川郡町村公平委員会特別会計予算について

町道路線の廃止について

町道路線の認定について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

福智町ふるさと納税活用型企業誘致・育成条例の一部
を改正する条例の制定について

町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

福智町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
福智町障害者自立支援介護給付費等支給認定審査会条
例の一部を改正する条例の制定について

令和5年度福智町同和地区住宅新築資金等貸付事業特
別会計補正予算（第1号）について

令和5年度福智町国民健康保険特別会計補正予算（第4
号）について
令和5年度福智町後期高齢者医療特別会計補正予算（第
3号）について
令和5年度国民健康保険福智町立診療所事業特別会計
補正予算（第4号）について

令和6年度国民健康保険福智町立診療所事業特別会計
予算について

令和6年度福智町公共用地先行取得事業特別会計予算
について
福智町コミュニティセンターの指定管理者の指定につ
いて

議

　
　長

　3月12日（火）定例会終了後、広報特別委員会を開催。
表紙、紙面割等を決めてその後給食センターを視察、
鬼丸栄養士からガラス越しでの説明を受け、スライド
による丁寧な説明で食育を学んだ。
　3月18日（月）令和6年度の委託印刷会社を添田町の
丸五印刷と決め、紙面割の分担等を決めた。

第1回　令和5年11月7日（火）
第2回　令和6年1月12日（金）
　県内の町村議会議員定数の状況等を調査し定数削減
する方向で決定した。何名とするかは、これから詰め
ていくこととなった。
　また、議会の状況をインターネット配信する予算計
上については同意した。

令和6年2月14日（水） 14時
福智町金田分館
川本　達志氏
役場を動かす質問の仕方

特別委員会
広報特別委員会

定数削減特別委員会

議員研修

福岡県町村議会議員研修会

田川郡町村議会議員研修会

令和6年1月12日（金） 13時30分
イイヅカコスモスコモン
江藤　俊昭氏
議員報酬、定数、政務活動費の充実を
考える

日時
場所
講師
演題

日時
場所
講師
演題

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○棄権



（令和6年第1回定例会）
一般質問
議員9人が町政を問う
一般質問は、町の行政全般にわたって、町長や教育長などに、
方針や説明を求めるものです。

議会だよりでは、質問と答弁を要約しています。
本議会での傍聴をお待ちしています。

※各議員が質問した事項の中から抜粋して掲載しています。

質問事項質問者 ページ

9

10

12尾﨑さつき

木戸　勝正

14

15

13

11

8

髙津　鶴己

朝部　　壽

森野　和彦

沼口　富生

7

田㟢みゆり

矢野　博文

木村　幸治

福智町の災害時対策どうなっている？
自衛隊への個人情報提供、今年もするの？
暮らしを守る入札制度について

命の尊さを学ぶ体験学習の推進について
福智町にある施設の使用料について
2040年問題について

福智町内の各施設の維持管理費について

本庁舎1階部分の必要な拡張、庁舎機能の効率化等について
不登校・いじめ問題等について
土地売買の規制等について

町の将来展望について
ふく～るバスの停留所について

社会福祉協議会評議員会の権限について
社会福祉法45条の25会計帳簿の閲覧等の請求について

指名競争入札について
6年度町長施政方針について
6年度教育施政方針について

町営住宅家賃滞納について尋ねる

施設統廃合に関わる3公民館3体育館について
福智町の将来計画について
福智山麓を中心とした地方創生プランについて

一
般
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問
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事
項

福
智
町
議
会
だ
よ
り  

議
会
の
窓 

V
O
L
56

67

福
智
町
議
会
だ
よ
り  

議
会
の
窓 

V
O
L
56

一
般
質
問

　森
野

　和
彦 

議
員

指
名
競
争
入
札
に
つ
い
て

令
和
6
年
度
事
業
に

つ
い
て
地
域
性
を
考

慮
し
て
指
名
を
実
施
し
て
い
く

予
定
が
あ
る
か
。

町
長

令
和
6
年
度
も
引
き

続
き
地
域
性
を
考
慮
し
て
指
名

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

公
平
公
正
を
保
つ
観

点
か
ら
競
争
の
原
理

を
活
用
し
て
一
般
競
争
入
札
の

導
入
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長

今
の
と
こ
ろ
一
般
競

争
入
札
の
導
入
の
予
定
は
な

い
。

6
年
度
町
長
施
政
方
針

に
つ
い
て町

内
の
小
中
学
校
の

給
食
費
無
償
化
の
予

算
を
計
上
し
て
い
る
が
、
実
施

は
い
つ
か
ら
か
。

町
長

令
和
6
年
度
の
当
初

予
算
成
立
後
、
4
月
か
ら
実
施

の
予
定
で
あ
る
。

令
和
7
年
度
以
降
も

無
償
化
が
実
施
で
き

る
見
通
し
か
。

町
長

予
算
の
確
保
に
つ
い

て
は
前
向
き
に
や
っ
て
い
き
た

い
。

生
活
支
援
策
と
し
て

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

1
億
2
0
0
0
万
円
発
行
の
予

定
だ
が
、
時
期
は
い
つ
か
。

ま
ち
づ
く
り

総
合
政
策
課
長

令
和
6
年
度
の
ふ
れ
あ
い
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
の
う
ち
紙
の
商

品
券
は
5
月
中
旬
か
ら
予
約
を

行
い
使
用
期
間
は
7
月
1
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
を
予
定
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
商
品
券
は
8

月
か
9
月
ご
ろ
受
付
販
売
を
開

始
し
令
和
7
年
1
月
31
日
ま
で

を
使
用
期
限
と
し
て
い
る
。

庁
舎
1
階
部
分
が
手

狭
と
い
う
こ
と
で
、

改
修
を
含
め
て
増
築
す
る
予
定

か
。

町
長

今
は
改
修
で
最
低
限

考
え
て
い
る
。
ど
う
し
て
も
増

築
が
必
要
と
な
れ
ば
増
築
を
検

討
す
る
。

6
年
度
教
育
施
政
方
針

に
つ
い
て2

学
期
の
移
行
時
期

に
つ
い
て
教
育
長
に

お
伺
い
す
る
。

教
育
長

2
学
期
制
に
つ
い
て

は
学
校
管
理
規
則
で
地
教
委
が

決
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
が
、

当
面
考
え
て
い
な
い
。
評
価
2

期
制
を
検
証
し
た
後
に
現
場
か

ら
求
め
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い

き
た
い
。

森野　和彦 議員

問問 答答

問 問問 答答答

問答

問答

▲造成工事
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一
般
質
問

　田
㟢
み
ゆ
り 

議
員

福
智
町
の
災
害
時
対
策

ど
う
な
っ
て
い
る
？

町
の
災
害
時
の
備
え

は
進
ん
で
い
る
の
か
。

防
災
管
理
・

管
財
課
長

県
の
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査

に
基
づ
き
、
防
災
備
蓄
計
画
を

進
め
て
い
る
。

福
祉
避
難
所
は
ど
こ

に
な
る
の
か
。

防
災
管
理
・

管
財
課
長

中
央
公
民
館
・
方
城
・
金
田
分

館
を
指
定
。要

支
援
者
の
場
合
、

介
護
施
設
避
難
も
あ

る
。
自
治
体
間
で
の
協
定
も
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

そ
の
よ
う
に
段
取
り

を
進
め
る
。避

難
所
で
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
対
策
は
。

防
災
管
理
・

管
財
課
長

大
切
な
問
題
と
考
え
、
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
テ
ン
ト
や
カ
ー
テ

ン
で
の
間
仕
切
り
を
確
保
し
て

い
る
。

避
難
所
で
は
女
性
や

自
治
体
職
員
の
役
割

も
大
き
い
が
、
確
保
す
る
対
策

を
検
討
し
て
い
る
か
。

防
災
管
理
・

管
財
課
長

現
在
も
保
健
師
・
看
護
師
・
女

性
職
員
を
配
置
し
て
、
避
難
者

に
寄
り
添
う
体
制
を
整
備
し
て

い
る
。

町
長

令
和
6
年
度
は
減
ら

さ
ず
増
や
し
て
い
る
。

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報

提
供
、今
年
も
す
る
の
？

町
は
2
年
続
け
て
18

歳
22
歳
の
個
人
情
報

を
防
衛
省
に
提
供
し
た
が
、
今

年
も
す
る
の
か
。

町
長

国
か
ら
の
要
請
が
あ

る
の
で
今
年
も
行
う
。

自
衛
隊
か
ら
の
要
請

は
義
務
で
は
な
く
、

強
制
で
も
な
い
。

町
長

個
人
情
報
の
観
点
か

ら
、
情
報
提
供
を
希
望
し
な
い

方
に
は
除
外
申
請
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
。今

、
岸
田
政
権
は
憲

法
を
変
え
て
戦
争
が

で
き
る
準
備
を
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
子
ど
も
達
を
守
る
べ
き

町
が
、
情
報
提
供
す
る
こ
と
に

は
反
対
す
る
。

暮
ら
し
を
守
る
入
札
制

度
に
つ
い
て

入
札
の
仕
組
み
と
流

れ
の
ル
ー
ル
に
従
っ

て
入
札
は
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。
入
札
の
透
明
性
・
公
平
性

は
守
ら
れ
て
い
る
と
断
言
で
き

る
の
か
。

町
長

ル
ー
ル
に
従
っ
て
行

わ
れ
、
公
表
し
て
い
る
。
疑
義

が
無
い
よ
う
透
明
性
公
平
性
を

守
っ
て
い
る
。

町
が
以
前
か
ら
言
っ

て
い
た
、
業
者
の
質

を
上
げ
る
た
め
の
対
策
は
行
っ

た
の
か
。

町
長

今
年
か
ら
実
施
す
る
。

町
で
暮
ら
し
、
仕
事

を
し
て
税
金
を
納
め

て
き
た
方
が
、
今
生
活
が
苦
し

い
と
困
っ
て
い
る
。
町
は
指
導

や
支
援
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

田㟢みゆり 議員

問問問 答答

問問 答答

問 答答答

答 答問

答 問

問意
見

意
見

▲赤池橋

▲防災グッズ
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一
般
質
問

　矢
野

　博
文 

議
員

8

社
会
福
祉
協
議
会
評
議

員
会
の
権
限
に
つ
い
て

※

以
下
、
社
会
福
祉
協
議
会

←（
社
協
）

社
協
の
会
長
に
私
が

評
議
員
の
一
員
と
し

て
苦
情
を
言
っ
た
ら
、
理
事
会

の
立
場
な
の
で
評
議
員
の
苦
情

は
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
と
の
回

答
だ
っ
た
。
し
か
し
社
会
福
祉

法
に
よ
る
評
議
員
会
は
こ
の
法

律
に
規
定
す
る
事
項
お
よ
び
定

款
で
定
め
る
限
り
で
は
議
決
す

る
事
が
で
き
て
、
評
議
員
と
し

て
法
人
を
監
視
す
る
立
場
で
発

言
で
き
る
と
思
う
が
。

町
長

当
法
律
の
第
２
項
、

評
議
員
会
は
当
法
律
に
規
定
す

る
事
項
・
定
款
で
定
め
た
事
項

で
決
議
で
き
る
。

社
会
福
祉
法
第
45
条

の
10
、
理
事
お
よ
び

監
事
は
評
議
員
か
ら
特
定
の
事

項
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ら
れ

た
場
合
は
説
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
あ
る
。

町
長

利
用
者
な
ど
か
ら
の

苦
情
に
関
し
て
は
、
社
会
福
祉

法
82
条
で
は
福
祉
事
業
の
経
営

者
は
常
に
苦
情
の
適
切
な
解
決

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

指
導
に
関
し
て
町
か
ら
明
確
な

方
法
は
現
在
な
い
。

社
会
福
祉
法
　条
の

　

会
計
帳
簿
の
閲
覧
等
の

請
求
に
つ
い
て

社
会
福
祉
法
45
条
の

25
、
評
議
員
は
福
祉

法
人
の
業
務
時
間
内
は
会
計
帳

簿
と
関
係
資
料
が
あ
る
場
合

は
、
い
つ
で
も
請
求
可
能
だ
と

あ
り
、
問
合
せ
を
し
て
み
る
と

請
求
は
で
き
な
い
と
の
回
答
を

受
け
た
。

町
長

社
会
福
祉
法
で
は
評

議
員
は
会
計
帳
簿
と
関
係
資
料

の
請
求
可
能
な
の
で
お
か
し
な

事
だ
と
判
断
す
る
。

社
協
内
部
で
例
え
ば

局
長
な
ど
の
報
酬
は

決
め
ら
れ
て
い
る
。
会
長
が
決

め
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る
。

再
任
用
に
関
し
て
、
町
職
課
長

級
６
等
級
が
採
用
さ
れ
て
い

て
、
町
職
再
任
用
は
４
等
級
で

あ
り
、
等
級
に
よ
る
月
額
報
酬

の
差
は
４
０
５
０
０
円
に
も
な

り
、
例
え
ば
10
か
月
で
４
０
５

０
０
０
円
も
の
差
額
に
な
る
。

加
え
て
ボ
ー
ナ
ス
は
約
６
６
０

０
０
０
円
な
の
か
。

高
齢
障
が
い

福
祉
課
長

社
協
の
回
答
で
は
７
９
７
２
０

３
円
夏
冬
に
同
額
支
払
で
あ

る
。

大
き
な
お
金
が
再
任

用
局
長
に
渡
っ
て
い

る
の
は
確
か
な
の
だ
。
こ
れ
は

町
民
の
血
税
だ
。

代
表
監
査
委
員

今
回
監
査
を
し
た
。

決
算
書
の
貸
借
対
照
表
で
多
額

の
基
金
・
剰
余
金
が
あ
り
町
か

ら
の
助
成
金
が
主
だ
。
令
和
５

年
度
に
町
に
返
還
す
る
よ
う
指

摘
を
し
た
。
ま
た
目
的
外
支
出

も
あ
り
指
摘
し
た
。
町
か
ら
の

助
成
金
に
つ
い
て
適
正
使
用
さ

れ
て
い
る
の
か
の
監
査
だ
っ
た

が
、
今
回
出
納
検
査
は
行
っ
て

い
な
い
。

矢野　博文 議員

問

問

問問

問

答答

答

答

答
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一
般
質
問

　沼
口

　富
生 

議
員

施
設
統
廃
合
に
関
わ
る

3
公
民
館
3
体
育
館
に

つ
い
て

中
央
公
民
館
・
体
育

館
の
統
廃
合
の
問
題

は
、
施
設
の
耐
用
年
数
や
維
持

管
理
費
な
ど
を
考
え
る
と
理
解

で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

そ
の
方
針
決
定
の
流
れ
が
よ
く

見
え
な
い
。
施
設
の
場
所
・
規

模
な
ど
の
変
更
は
地
域
に
と
っ

て
は
重
要
な
事
。
変
更
の
際
に

は
、
行
政
と
し
て
住
民
の
方
に

出
来
る
限
り
、
趣
旨
や
今
後
の

利
用
な
ど
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
努
力
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長

関
係
団
体
の
代
表
者

に
は
意
見
の
ま
と
め
な
ど
を
お

願
い
し
て
い
る
。
町
民
す
べ
て

の
人
か
ら
意
見
を
聞
く
事
も
難

し
い
の
で
、
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
方
針
を
決
め
て
い
る
。

住
民
、
施
設
の
利
用

者
の
中
に
は
経
過
や

今
後
の
事
に
つ
い
て
知
ら
な
い

人
も
い
る
。
も
っ
と
町
民
の
声

を
聞
い
て
説
明
し
て
ほ
し
い
。

福
智
町
の
将
来
計
画
に

つ
い
て

町
長
は
施
政
方
針
の

中
で
、「
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
」
の
推

計
で
は
、
福
智
町
の
人
口
は
現

在
の
2
万
1
千
人
か
ら
、
２
０

５
０
年
に
は
、
１
万
２
千
５
８

６
人
に
減
少
と
予
想
。
こ
れ
を

受
け
、
令
和
６
年
度
に
「
第
３

期
福
智
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
す

る
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
真
に

有
効
な
施
策
と
は
何
か
。

町
長

第
一
に
、
子
ど
も
子

育
て
世
代
の
支
援
対
策
で
あ

る
。
保
育
料
の
完
全
無
償
化
を

実
施
、
医
療
費
無
償
化
助
成
事

業
、
人
材
育
成
事
業
な
ど
行
っ

て
い
る
。
定
住
人
口
を
増
や
す

た
め
の
移
住
者
支
援
事
業
な

ど
、
福
智
町
は
い
い
な
と
言
わ

れ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
総

合
戦
略
を
策
定
し
た
い
。

定
住
人
口
増
の
為
に

も
、
学
校
給
食
の
無

償
化
を
一
年
で
終
わ
ら
せ
る
こ

と
な
く
継
続
し
て
ほ
し
い
。

福
智
山
麓
を
中
心
と
し

た
地
方
創
生
プ
ラ
ン
に

つ
い
て

土
曜
日
曜
を
中
心
に
、

福
智
山
登
山
口
の
駐

車
場
は
入
れ
な
い
状
況
で
路
上

駐
車
も
多
く
、
休
ん
で
い
た
食

堂
も
営
業
し
て
い
た
。
今
後
の

福
智
山
麓
の
運
営
計
画
は
進
ん

で
い
る
の
か
。

町
長

元
の
上
野
茶
屋
・
上

野
温
泉
は
中
国
企
業
が
改
修
を

し
て
い
る
。
老
人
ホ
ー
ム
が

あ
っ
た
場
所
は
、
福
智
山
登
山

を
想
定
し
た
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

場
、
青
年
の
家
の
跡
地
は
ク
ラ

フ
ト
酒
蔵
に
、
更
に
蕎
麦
屋
な

ど
が
開
店
に
向
け
調
整
中
と
聞

い
て
い
る
。

問

問

答

問

答

答
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町
営
住
宅
家
賃
滞
納
に

つ
い
て
尋
ね
る

町
営
住
宅
滞
納
者
。

令
和
６
年
１
月
31
日

現
在
赤
池
地
区
は
２
１
８
人
で

９
千
６
４
１
万
２
千
５
７
２

円
、
金
田
地
区
は
２
３
１
人
で

８
千
８
４
５
万
８
千
３
６
７

円
、
方
城
地
区
は
１
０
９
人
で

４
千
１
３
４
万
５
千
５
７
４

円
、
合
計
で
５
５
８
人
で
２
億

２
千
６
２
１
万
６
千
５
１
３
円

で
す
。
ど
う
い
う
方
法
で
徴
収

を
し
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

住
宅
課
長

ま
ず
家
賃
の
滞
納
者

へ
の
対
応
で
す
が
、
残
高
不
足

に
よ
り
口
座
引
き
落
と
し
が
毎

月
出
来
な
か
っ
た
督
促
状
は
年

二
回
、
催
告
書
は
年
一
回
送
付

を
し
、支
払
い
が
な
い
方
に
は
、

住
宅
の
明
渡
の
訴
訟
の
手
続
を

行
っ
て
い
る
。

こ
の
滞
納
額
の
住
宅

家
賃
で
す
が
、
そ
の

他
の
町
税
及
び
町
公
共
料
金
10

か
月
以
上
あ
る
。
合
計
す
る
と

か
な
り
の
滞
納
額
が
あ
り
、

年
々
少
し
ず
つ
滞
納
が
減
っ
て

い
る
け
ど
、
徴
収
課
を
設
置
し

徴
収
率
の
向
上
に
努
め
た
ら
ど

う
で
す
か
。町

長
使
用
料
、
家
賃
は
住

宅
運
営
の
根
幹
を
な
す
も
の

で
、
引
き
続
き
粘
り
強
く
未
集

金
の
徴
収
強
化
に
努
め
て
い
き

た
い
。

町
営
住
宅
入
居
申
込

み
手
続
を
す
る
時
に
、

資
料
の
中
で
誓
約
書
を
町
長
に

保
証
人
を
付
け
て
提
出
し
て
い

ま
す
。
誓
約
書
は
一
か
ら
七
項

目
で
あ
り
、
三
項
で
住
宅
家
賃

及
び
公
益
費
、
組
費
の
滞
納
は

絶
対
し
ま
せ
ん
。
３
か
月
以
上

滞
納
し
た
場
合
は
住
宅
を
退
出

し
ま
す
と
あ
り
、
３
か
月
以
上

の
滞
納
者
と
住
宅
住
ま
い
の
し

お
り
の
内
容
は
、
守
ら
れ
て
い

る
の
か
尋
ね
る
。

町
長

支
払
い
催
告
書
を

送
っ
て
も
全
く
反
応
が
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
明
渡
し
の
訴
訟

の
手
続
を
進
め
て
い
き
た
い
と

い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

滞
納
者
、
滞
納
額
が

多
い
の
で
、
徴
収
課

を
設
置
し
て
、
徴
収
の
向
上
に

努
め
、
田
川
県
税
事
務
所
長
及

び
、
知
事
の
感
謝
状
を
も
ら
え

る
よ
う
に
努
力
さ
れ
た
い
。

木戸　勝正 議員

問

問

問

答

答答

意
見
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さ
つ
き 

議
員

命
の
尊
さ
を
学
ぶ
体
験

学
習
の
推
進
に
つ
い
て

教
科
書
に
よ
る
知
識

だ
け
で
な
く
、
体
験

を
通
し
て
学
習
内
容
を
身
に
付

け
た
り
、
実
感
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
う
。
宗
像
市
で
は
中

学
3
年
生
を
対
象
に
妊
婦
体
験

教
室
を
実
施
し
て
い
る
。
体
験

を
通
し
て
、
命
の
尊
さ
や
い
た

わ
り
、
男
女
で
助
け
合
い
な
が

ら
子
育
て
を
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
福
智

町
で
も
取
り
入
れ
て
は
ど
う

か
。

町
長

上
野
小
学
校
5
年
生

を
対
象
に
保
健
師
が
妊
婦
体
験

を
実
施
し
、
中
学
校
で
も
性
教

育
や
薬
物
乱
用
防
止
教
育
の
実

施
を
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
時
に
体
験

し
た
事
は
大
人
に

な
っ
て
も
忘
れ
る
こ
と
が
な
い

と
A
E
D
の
使
用
を
通
し
て
消

防
長
が
語
ら
れ
た
。
田
川
市
の

中
学
校
で
は
A
E
D
の
使
用
方

法
を
体
験
学
習
に
取
り
入
れ
て

い
る
。
福
智
町
で
も
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。

教
育
長

方
城
中
学
校
で
は
、

い
ろ
ん
な
業
種
の
方
々
が
来

て
、
実
体
験
を
語
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
今
後
A
E
D
使
用
方

法
に
つ
い
て
の
体
験
学
習
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

福
智
町
に
あ
る
施
設
の

使
用
料
に
つ
い
て

体
育
館
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
使
用
し
た
場
合

に
、
使
用
料
が
免
除
に
な
る
団

体
と
、
そ
う
で
な
い
団
体
が
あ

る
と
思
う
が
ど
の
基
準
で
免
除

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長

福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
体
、
体
協
に
加
盟
し
8
名

以
上
の
生
徒
指
導
し
て
い
る
団

体
が
免
除
に
な
る
。

体
育
館
の
使
用
料
が

１
時
間
７
２
０
円
、

照
明
が
１
時
間
６
０
０
円
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
１
時
間
６
２

０
円
、照
明
１
時
間
２
０
０
円
。

免
除
に
な
っ
て
い
な
い
団
体
が

長
時
間
使
用
す
る
と
高
額
に
な

る
、
子
ど
も
た
ち
が
使
用
す
る

場
合
は
も
う
少
し
安
く
な
ら
な

い
か
。

教
育
長

条
件
に
満
た
な
い
団

体
が
か
な
り
あ
る
の
で
、
条
件

に
満
た
し
た
団
体
と
限
定
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

2
0
4
0
年
問
題
に
つ

い
て

２
０
４
０
年
に
消
滅

す
る
町
の
中
に
福
智

町
が
入
っ
て
い
た
。
今
後
の
取

り
組
み
が
重
要
と
思
う
が
、
町

長
は
ど
の
よ
う
に
示
し
て
い
く

の
か
。

町
長

２
０
４
０
年
に
は
町

の
人
口
が
１
万
５
３
９
６
人
に

減
少
す
る
。
有
効
な
定
住
促
進

策
を
立
案
し
、
政
策
の
重
要
な

柱
と
し
て
位
置
づ
け
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。

尾﨑さつき 議員
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本
庁
舎
1
階
部
分
の
必

要
な
拡
張
、
庁
舎
機
能

の
効
率
化
等
に
つ
い
て

書
か
な
い
、
待
た
な

い
、
迷
わ
な
い
各
種

窓
口
手
続
を
総
合
窓
口
化
す

る
。お
く
や
み
窓
口
を
つ
く
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
も
行
う
と

い
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は

時じ

宜ぎ

に
合
っ
た
も
の
、
こ
れ
か

ら
是
非
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
も
の
だ
が
1
階
部
分
の
拡

張
、増
築
を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

役
場
の
改
修
前
提
で

考
え
て
お
り
、
今
現
在
、
増
築

の
計
画
は
な
い
。

不
登
校
・
い
じ
め
問
題

等
に
つ
い
て

い
じ
め
に
よ
る
生
徒

の
自
殺
と
い
う
重
大

事
故
が
時
々
報
道
さ
れ
て
い

る
。
い
じ
め
に
よ
る
不
登
校
が

な
い
の
か
心
配
。
こ
の
3
年
間

の
不
登
校
の
数
は
。

教
育
長

令
和
2
年
度
生
徒
数

１
８
４
６
名
、
不
登
校
99
名
、

令
和
3
年
度
１
７
７
８
名
で
１

２
４
名
、
令
和
４
年
度
１
７
３

０
名
、
１
３
７
名
で
５
%
、
６

%
、
７
%
と
心
配
傾
向
に
あ
る
。

い
じ
め
・
不
登
校
対

策
委
員
会
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
る
と
い
う
が
、

未
然
防
止
、
早
期
発
見
等
を
ど

の
よ
う
に
や
っ
て
お
ら
れ
る

か
。

教
育
長

ま
ず
生
徒
の
実
態
を

把
握
す
る
こ
と
が
1
番
大
事

で
、
毎
週
月
曜
校
長
と
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
を
や
り
、
未
然
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
学
校
に
登
校
し
た
く
な

る
学
校
づ
く
り
、
外
部
機
関
・

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
相

談
活
動
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
の
連
携
を
行
っ

て
い
る
。
端
末
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
や
デ
ジ
タ
ル
家

庭
学
習
、
多
様
な
学
び
の
場
と

し
て
日
の
山
ク
ラ
ブ
、
福
岡
県

立
大
学
、
不
登
校
ひ
き
こ
も
り

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

土
地
売
買
の
規
制
等
に

つ
い
てこ

の
4
月
1
日
か
ら

3
年
以
内
に
相
続
登

記
す
る
よ
う
義
務
化
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
が
完
了
し
な
い
場

合
に
罰
則
・
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

税
務
住
民
課
長

正
当
な
理
由
が
な
い

の
に
そ
の
申
請
を
怠
っ
た
と
き

は
10
万
円
以
下
の
過
料
が
科
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

髙津　鶴己 議員
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地
域
が
発
展
す
る
に

は
交
通
網
整
備
、
国

道
、
高
速
道
路
の
開
通
後
の

I
C
の
設
置
な
ど
あ
れ
ば
大
い

に
発
展
が
期
待
で
き
る
の
だ

が
、
そ
の
政
策
は
。

町
長

交
通
網
の
整
備
は
地

域
の
発
展
に
つ
な
が
る
の
は
事

実
。
今
、
県
道
添
田
赤
池
線
の

全
線
開
通
が
当
面
の
事
業
で
あ

る
。

町
の
将
来
展
望
に
つ
い
て

町
の
将
来
人
口
は
２

０
３
０
年
１
万
８
２

３
１
名
、２
０
４
０
年
１
万
５

３
９
６
人
、２
０
５
０
年
１
万

２
５
８
６
人
と
激
減
が
予
想
さ

れ
る
。町
長
は
町
の
将
来
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

福
智
町
な
ら
で
は
の

資
源
を
生
か
し
魅
力
を
磨
き
、

定
住
促
進
、
経
済
活
性
化
が
重

要
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
い
き
た
い
。

在
任
期
間
中
に
な
し

遂
げ
た
い
こ
と
は
。

町
長

合
併
特
例
債
が
使
え

る
あ
と
2
年
の
期
限
内
に
公
共

施
設
の
統
廃
合
を
是
非
と
も
や

り
遂
げ
、
膨
大
な
維
持
費
を
整

理
し
、
魅
力
あ
る
情
報
発
信
を

し
た
い
と
思
う
。

福
智
町
で
は
工
業
団

地
の
造
成
、
企
業
誘

致
の
計
画
は
な
い
の
か
。

町
長

今
、
赤
池
地
区
し
か

な
い
が
、
企
業
誘
致
の
計
画
は

考
え
て
い
な
い
。

ふ
く
〜
る
バ
ス
の
停
留

所
に
つ
い
て

長
寿
社
会
と
な
り
高

齢
者
の
増
加
に
伴
い

足
の
不
自
由
な
方
も
増
え
、
最

寄
り
の
バ
ス
停
留
所
に
行
く
に

も
高
低
差
が
あ
り
、
不
自
由
さ

れ
て
い
る
と
聞
く
。
な
ん
と
か

臨
機
応
変
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

な
運
営
は
で
き
な
い
も
の
か
。

ま
ち
づ
く
り

総
合
政
策
課
長

ふ
く
〜
る
バ
ス
の
停
留
所
は
町

内
１
７
０
か
所
、
概
ね
３
０
０

m
圏
内
に
１
か
所
設
置
し
て
お

り
、
バ
ス
停
の
新
設
や
移
設
・

廃
止
は
道
路
交
通
法
に
よ
る
規

制
が
あ
り
、
区
長
か
ら
の
要
望

等
に
応
じ
て
調
整
し
て
い
る
。

バ
ス
停
を
増
や
す
と
頻
繁
な
停

車
で
予
約
・
待
ち
時
間
及
び
移

動
時
間
も
長
く
な
る
な
ど
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
、
慎
重
に
検
討

し
た
い
。

木村　幸治 議員
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福
智
町
内
の
各
施
設
の

維
持
管
理
費
に
つ
い
て

黒
土
町
長
が
就
任
さ

れ
５
年
目
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
先
送
り
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
現
在
、
黒
土
町
長
の

下
、
行
財
政
を
進
め
る
中
、
先

送
り
さ
れ
て
い
る
各
施
設
は
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
進
ん
で

い
る
よ
う
考
え
る
が
、
更
な
る

改
革
を
ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お

ら
れ
る
の
か
、
数
多
く
あ
る
中

で
、
主
な
施
設
に
つ
い
て
お
伺

い
す
る
。

令
和
３
年
、
４
年
度

の
各
施
設
に
係
る
維

持
管
理
費
に
つ
い
て
先
ず
、
赤

池
図
書
館
に
つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長

図
書
館
の
維
持
管
理

費
は
、
令
和
３
年
度
、
９
６
４

１
万
、
４
年
度
９
８
８
４
万
と

な
っ
て
い
る
。

図
書
館
に
は
少
な
か

ら
ず
使
用
料
（
収
入
）

は
あ
る
の
か
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長

収
入
に
つ
い
て
は
３

年
度
、
50
万
、
４
年
度
は
、
１

２
１
万
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
閉
鎖
さ
れ
て
い

る
コ
ス
モ
ス
診
療
所

に
つ
い
て
、
令
和
３
、
４
年
度

に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

方
城
診
療
所

事
務
長

令
和
３
年
度
末
で
、
閉
院
手
続

を
行
い
現
在
は
閉
鎖
中
で
あ

り
、
令
和
３
年
度
の
維
持
管
理

費
に
つ
い
て
は
、
６
６
０
万
と

な
っ
て
い
る
。

方
城
支
所
は
、
現
在
、

教
育
委
員
会
が
入
っ

て
い
る
が
、
３
、
４
年
度
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
教
育
課
長

３
年
度
１
５
１
２

万
。
４
年
度
１
５
４
５
万
と

な
っ
て
い
る
。

方
城
支
所
に
つ
い
て

は
、
黒
土
町
長
の
思

い
や
考
え
は
、
今
後
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

民
間
譲
渡
を
含
め
検

討
し
た
中
で
、
な
か
な
か
結
果

は
出
て
い
な
い
が
、
売
却
の
方

向
で
考
え
て
い
る
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

の
３
、
４
年
度
の
維

持
管
理
及
び
、
使
用
料
に
つ
い

て
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長

３
年
度
維
持
費
１
１

７
０
万
。
使
用
料
45
万
。
４
年

度
、
１
６
６
１
万
。
使
用
料
１

２
０
万
。コ

ス
モ
ス
、
方
城
両

診
療
所
を
統
合
し
２

年
経
過
し
た
中
で
、
赤
字
経
営

が
続
い
て
い
る
が
、
今
後
の
考

え
は
あ
る
の
か
。

町
長

現
在
民
営
化
は
考
え

て
は
い
な
い
が
、
今
後
膨
大
な

赤
字
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

民
営
化
も
含
め
て
考
え
て
い

く
。

ふ
じ
湯
の
里
、
日
王

の
湯
に
し
ろ
指
定
管

理
の
経
営
状
況
の
中
で
、
維
持

管
理
費
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り

総
合
政
策
課
長

指
定
管
理
者
の
方
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
収
支
、
売
上
げ
と
経
営
利

益
は
確
認
し
て
い
る
。

黒
土
町
長
は
２
期
目

に
当
た
り
、
更
な
る

改
革
を
期
待
す
る
。
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